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により投与後 3 時間までに回復した．その他の有害事象は認めなかった． 
【考察】本研究結果より想定した医学部学生実習の時間内（4時間）で試
験薬の投与後の観察項目は実施可能であり，安全性に問題はないと思われ
た．本研究で設定した観察項目の結果から学生が各利尿薬の作用機序を理
解し，薬物の鑑別・評価が可能であることが確認された．これまでフロセ
ミド，スピロノラクトンを用いたヒト対象の薬理学実習の報告はあるが，
今回バソプレシン V2受容体阻害薬であるトルバプタンを用いて実習項目
としての安全性及び妥当性を確認できたことは新規性があったと考えら
れる．このように学生自身が中心となるヒトを対象とする薬理実習項目は,
学生自らが検者・被験者となり取得した結果をもとに試験薬の判別するこ
とから学生の興味を強く引くことが期待できる。利尿薬を用いた実習項目
の導入により，学生への薬理学教育において高い教育的意義が得られるこ
とが示唆されたものと考える.（1082文字） 
